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第９８号（２面）２０１３年５月１８日


発行:調布九条の会「憲法ひろば」


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





*******************************************************************








　●　安倍政権の「教育再生」は、彼が他で行っているように、歴史逆行、時代錯誤であると思う。かつての軍国主義へ戻っていくようで、全く怖ろしい。まず教員の首ねっこを押さえ、有無を言わさず国の言うことを聞かせ、児童生徒を洗脳していこうとする。戦前の歩みそっくりだ。昔の失敗を知っている私たちが早く立ち上がらなければと思う。子どもを持つ若い世代に伝えていきたい。（上石原　鵜澤希伊子）　　　　


　●　戦後の「政治は教育に介入しない」という原則―教育の独立―が根本から崩される危機にあると思います。憲法を変えることは九条を変えて戦争する国にすること、そのために教育の中身を変えることとつながっていることがはっきりします。身近かなところでどうすればいいか、私たちは衆知を集めて対策を考え、実行することが大切だと思いました。（小島町　関口暢子）


　●　安倍政権の「教育再生」政策の流れがよくわかりました。子ども（孫）のためにも、今できることを頑張らねばと思いました。参加者の皆様の熱心であつい発言に今回も感心しました。（西つつじヶ丘　石山典子）


　●　家永三郎教授は『日本思想史の諸問題（教育勅語成立の思想史的考察）』(一九四八)の中で、「今日勅語を拝誦して、例えば寧楽朝の宣命に見るが如き特定宗教特定教派の支持宣伝のひびき無き、『之ヲ古今ニ中外ニ施シテ悖ラザル』普遍性を感ずることのできる」と評し、「儒教的西洋排斥思潮に導かれつつ、かかる反動的立場を脱した一層普遍的な訓言として渙発せられた」と説いています。家永教授の指導教授であった平泉澄博士は「大東亜戦争」期に特異な皇国史観をもって国論を牽引したことを、今日どれだけの日本人が知っているでしょうか。一九八四年二月一八日、雪降る越前白山神社平泉寺においてとり行われた平泉澄博士の告別式では、参列者の中に岸信介元首相、福田赳夫元首相、中曽根康弘元首相の姿もありました。岸元首相が恩師と仰いだ「天皇主権説」の上杉慎吉博士と憲法学説上の対立者であった美濃部達吉博士が遺した学問的遺産について、今日私たちはどれだけ理解しているでしょうか。「天皇機関説」が排撃されていた昭和十年代は「日本精神」の荒れ狂った時代で、明晰で論理的なことは容認されませんでしたから、「<第三帝国>のドイツのほうがましだった」と、美濃部博士の愛弟子だった恩師から直接お聞きしました。国民一人ひとりが「学問の自由」「思想・良心の自由」等々を日常生活で実現するのが「日々の務め」（ゲーテ）ではありませんか？今日の例会で「生きとし生けるものへの慈しみ」を重視された発言者の心を調布市の小学校の教師がそなえていれば、あの悲劇は起りませんでした。（深大寺東町　山田一郎）
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二〇一三年五月十三日


 　　   　第八二回例会











「アウシュヴィッツ・ベルリンの旅」報告会





　有志12人が参加した旅（３月21日～28日）の報告会を「みんなのまつりinたづくり」で行ないます。





　６月８日10時半～12時　於・たづくり８階｢映像シアター｣


　写真をみながら有意義だった旅を振り返ります。ご家族･ご友人を誘っておいでください。





　交流コーナー


　　◆ 市内の九条の会の 情報を


　　　お寄せ下さい














